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無病息災を願ってエリア 21でも豆まきをしました。鬼の面な
どはサークル活動の時間を利用して作りました。青鬼、赤鬼

だけでなく、いろいろカラフルな鬼ができたようです。豆ま

きが始まると、大きな声をあげて｢鬼は外・福はうち｣と鬼め

がけて投げ、エリア 21に鬼はいなくなったようです…。 
もちろん投げた豆はみんなのお腹の中に入って行き（笑）、無

事に節分会も終了しました。（山） 

初めての開催でしたが、地域開放の施設にふ

さわしく、ボランティアや学生さんなども含
め、 120 名もの参加がありました。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

長崎大学管弦楽団のバイオリン演奏やジャグリングサークル、お手玉の会の演技。利
用者さんの「がんばらんば体操」や保護者の「長崎ぶらぶら節」、職員の劇の演技に、
会場は大盛り上がり！また、大学生や他育成会など地域の方々にエリア 21 を知ってい
ただく機会になり、とても有意義な楽しい一日でした。（辻） 

       エリア 21文化祭  10月 31日・エリア 21 うっとり・ワクワク 

そして爆笑！？ 

今年も恒例のクリスマス会では、みんなで面白お

かしく過ごしました。カレーやケーキをみんなで

作り、会場の飾り付け。ついつい、自分たちまで

飾り付け(笑)。時間が空いたら、一発芸大会。人

形劇の方々の楽しい劇やゲーム大会。サンタさん

からのプレゼント。みんなでクリスマスソングを

歌い、楽しく過ごしました。（岸） 
 

クリスマス会 
1２月１2日 エリア21 

時津町社会福祉協議会の主催で開催されました。 
本会も農園で採れたサツマイモ・利用者手作りのス

トラップ・メガネチェーン、刺子ふきん、保護者手

作りの布草履を販売しました。 
町内の福祉関係団体、ボランティアグループの方達

の出品もあり、交流を深めることができました。（杉） 
 

ボランティア祭り 
11月 22日 時津町福祉ｾﾝﾀｰ 

いかがですか～

安いですよ～ 

←販売に 
精がでます 
(*^ ^*) 
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エリア 21 の演目は『アルゴリズム行進』と『がんばらんば体

操』です。会場の盛んな応援の手拍子に合わせて元気よく力一

杯、身体を動かすことができました。事前の練習の成果が実っ

た出来ばえで、素晴らしかったですね。さあ、次は来年に向か

ってまたみんなの力を合わせましょう！（長） 

             エリア 21開所 3周年記念 チャリティーコンサート 
 

     ﾙｸﾚｰﾙ M&M（まさみ＆マンボ） 
   LIVE 

 

エリア 21もおかげさまで誕生3周年。 

みなさんにエリア 21 のことをもっと知っていただきたい、そんな願いに共感して

くださった協賛各社のご協力を得て、チャリティーコンサートが実現しました！ 

               ご家族・お友達・ご近所…みなさんお誘い合わせの上、ぜひお楽しみください♪ 

エリア21のみんなも「翼をください」の合唱を練習中！ 
 

平成 22 年 4 月 11 日（日）15：00 開演（14：30 開場） 

時津公民館講堂 

前売りチケット 1,000 円 

出演：ルクレールM&M（まさみ＆マンボ） 

世界のロック＆ポップスの名曲から日本の懐かしのメロディまで、 

オールマイティプレーヤーの熟練コンビが、感動のサウンドをお届けします。 

チケットのお求めは 時津町手をつなぐ育成会 または 

那須不動産サービス℡：０９５-８８１-７８０８まで 

「災害ボランティア実動演習研修会」へ行ってきました 
２月９日・時津町総合福祉センター 

 
「もし時津近辺で災害が起こったら…」を想定し、役場・民生委員・医療関係者・消防・自治会・商工会

など多くの機関の方々が参加されており、「それぞれが危機感をお持ちなのだ」と心強く感じました。 

研修では、数十件の被災地でボランティア活動を行ってきた｢特定非営利活動法人レスキューストックヤー

ド｣の代表理事を講師に招き、被災地でのボランティアの動きをグループに分かれ演習しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

あくまでも被災者を中心とした復興であり、ボランティアはボランティアでしかありません。被災者同士

も助けあう必要があり、ボランティアを受け入れる心も必要ではないかな？と感じました。災害時、私は

何もできないだろうと思います。それでも、ボランティアセンターという存在を知り、町内に危機感を抱

いている方々がいて、全国には手を差し伸べて下さる方々もいます。それを知り得たことを、今後の糧に

したいです。ちなみに、時津町のボランティアセンターは左底の総合福祉センターになるそうです。（岸） 

⑤ボランティアが困っていること
を手伝ってくれます（軽い介護が
必要な場合などでも） 

①ボランティアセンター
ができます。 

④センターからボランティア
へ依頼が行きます。 

③被災者はセンターへ相談に
行きます。（行政は道を直
しても自宅の中の土砂など
は出してくれません。） 

②そこにボランティア
が集まります。 

アルゴリズム 

こうし～ん♪ 
第８回 交流芸能祭 2月 28日長与町民文化ホール 

Manbo 

Masami 


